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住
心

品
と

十
住

心

福
田

亮
成

一
、
十
住
心
と
い
う
階
梯

弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
、
以
下
空
海
）
の
思
想
体
系
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
一
貫
し
て
自
心
の
本
源
を
追

求
す
る
た
め
の
道
程
に
つ
い
て
の
考
察
に
終
始
し
て
い
る
と
い
え
る
。
む
ろ
ん
、
十
住
心
体
系
の
構
築
は
ま
さ
し
く
そ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
辨
顕
密
二
教
論
』・『
即
身
成
仏
義
』・『
般
若
心
経
秘
鍵
』、
そ
し
て
『
吽
字
義
』
も
し
か
り
で
あ
る
。

さ
て
、
私
は
独
自
に
『
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
３
・
４
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
と
し
て
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
上
・

下
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
に
因
ん
で
、
こ
れ
よ
り
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
よ
り
深
く
広

い
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
に
し
た
い
。

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
（
以
下
『
十
住
心
論
』
）
は
、
ま
さ
し
く
浄
菩
提
心
の
進
展
。
空
海
自
身
に
即
し
て
云
え
ば
、

仏
道
探
求
深
化
の
過
程
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
、『
十
住
心
論
』
の
大
綱
序
の
中
に
お
い
て
、『
大
日
経
』
巻
一
、
住
心
品
第
一
か
ら
三
句
の
法
門
の
文
を
引
用
し
、
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次
の
ご
と
く
に
云
う
。

ま
た
、
問
す
ら
く
、
菩
提
に
発
趣
す
る
の
時
、
心
の
所
在
の
処
の
相
続
の
次
第
に
、
幾 い
く
ばく
種
か
あ
る
、
と
、
仏
、
具

に
こ
れ
を
答
え
り
。
故
に
『
経
』
の
初
の
品
を
名
づ
け
て
住
心
と
い
う
。
今
、
こ
の
経
に
依
っ
て
真
言
行
者
の
住
心

の
次
第
を
顕
わ
す
。
顕
・
密
二
教
の
差
別
を
ま
た
こ
の
中
に
在
り
。
住
心
は
無
量
な
り
て
い
え
ど
も
、
且
く
十
綱
を

挙
げ
て
こ
れ
に
象
毛
を
摂
す
。

（
『
定
弘
大
全
』
二
・
八
）

と
。
即
ち
、
真
言
行
者
が
菩
提
に
発
趣
す
る
時
の
心
の
所
住
の
処
の
相
続
の
住
心
の
次
第
を
説
い
た
の
で
、
そ
れ
は
『
大

日
経
』
巻
一
、
住
心
品
第
一
に
そ
の
根
拠
を
定
め
、
無
量
な
る
住
心
を
仮
に
十
綱
に
ま
と
め
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
顕
・
密
二
教
の
差
別
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
。
『
十
住
心
論
』
は
、
竪
の
教
判
の
立
場

を
あ
か
し
た
教
判
論
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
端
に
『
大
日
経
』
を
の
み
根
拠
と
し
た
と
い
う
よ
り
、
強
い
主
体
観
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
も
い

る
。空
海
は
二
十
四
歳
の
時
に
『
聾
瞽
指
帰
』
を
執
筆
し
、
後
に
序
文
と
結
論
部
分
を
改
編
し
て
『
三
教
指
帰
』
と
し
た
が
、

そ
の
『
三
教
指
帰
』
の
序
文
に
次
の
文
が
あ
る
。
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復
、
一
の
表
甥
有
り
。
性
則
ち

�
�に

し
て
、
鷹
犬
酒
色
晝
夜
に
楽
し
み
と
し
、
博
戯
遊
侠
以
て
常
の
事
と
す
。
其

の
習
性
を
顧
み
る
に
陶
染
の
致
す
所
な
り
。
彼
れ
此
れ
両
事
、
日
毎
に
予
を
起
す
。
所
以
に
亀
毛
を
請
う
て
儒
客
と

し
、
兎
角
を
要
め
て
主
人
と
な
す
。
虚
亡
士
を
邀
り
て
入
通
の
旨
を
張
り
假
名
兒
を
属
し
て
出
世
の
趣

お
も
む
きを
示
さ
し

む
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
四
二
）

と
。
『
三
教
指
帰
』
の
構
成
は
、
兎
角
公
を
主
人
と
し
、
一
の
表
甥
、
即
ち
兎
角
公
の
外
甥
と
い
わ
れ
る
蛭
牙
公
子
を
連

れ
て
、
儒
教
を
代
表
す
る
亀
毛
先
生
。
通
教
を
代
表
す
る
虚
亡
隠
士
、
そ
し
て
仏
教
を
代
表
す
る
假
名
乞
兒
を
登
場
さ
せ
、

兎
角
公
が
蛭
牙
公
子
を
と
も
な
い
、
三
人
の
先
生
が
兎
角
公
の
館
を
訪
ず
れ
る
と
い
う
こ
と
が
骨
子
と
な
っ
て
い
る
。

十
住
心
体
系
に
即
し
て
考
察
し
て
み
れ
ば
、
第
一
異
生
羝
羊
心
は
、
蛭
牙
公
子
、
第
二
愚
童
持
斎
心
は
、
亀
毛
先
生
、

第
三
嬰
童
無
畏
心
は
、
虚
亡
隠
士
、
第
四
唯
蘊
無
我
心
は
、
假
名
乞
兒
に
各
々
配
当
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
十
住

心
体
系
の
第
一
住
心
か
ら
第
四
住
心
ま
で
の
構
想
は
、
す
で
に
『
三
教
指
帰
』
に
よ
り
発
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
第
四
住
心
に
想
定
さ
れ
て
い
る
假
名
乞
児
論
の
内
容
は
す
で
に
大
乘
仏
教
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
お

り
、
や
が
て
第
五
か
ら
第
十
住
心
の
密
教
へ
の
結
果
は
、
假
名
乞
児
に
仮
託
さ
れ
た
空
海
の
求
道
の
過
程
で
あ
っ
た
と
云

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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二
、
大
日
経
宗
の
仏
教
統
一
説

『
大
日
経
疏
』
巻
三
に
、
大
日
経
宗
は
横
に
一
切
仏
教
を
統
一
す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
経
宗
は
、
横
に
一
切
の
仏
教
を
統
ぶ
。
「
唯
蘊
無
我
の
出
世
間
の
心
は
蘊
中
に
住
す
」
と
説
く
が
ご
と
き

は
、
即
ち
諸
部
の
中
の
小
乘
の
三
蔵
を
摂
す
。
「
蘊
の
阿
頼
耶
と
観
じ
て
自
心
の
本
不
生
を
覚
る
」
と
説
く
が
如
き

は
、
即
ち
諸
経
の
八
識
三
無
性
の
義
を
摂
す
。
「
極
無
自
性
心
、
十
縁
生
句
」
と
説
く
が
如
き
は
、
華
厳
と
般
若
と

の
種
種
の
不
思
議
の
境
界
を
摂
し
て
、
皆
な
其
の
中
に
入
る
。
「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
を
一
切
種
智
と
名
づ
く
」

と
説
く
が
如
き
は
、
則
ち
仏
性
一
乘
と
、
如
来
秘
蔵
と
は
、
皆
其
の
中
に
入
る
。

種
種
の
聖
言
に
於
て
、
其
の
精
要
を
統
べ
ざ
る
こ
と
な
し
。
若
し
能
く
是
の
心
印
を
持
っ
て
、
広
く
一
切
の
法
門
を

開
く
を
ば
、
是
れ
を
通
達
三
乘
と
名
づ
く
。

ま
た
次
に
真
言
門
に
三
密
の
印
に
乘
じ
て
、
仏
の
三
平
等
の
地
に
至
る
を
、
名
づ
け
て
通
達
三
乘
と
す
。
浅
深
の
重

数
は
、
前
に
説
く
が
如
し
。

（
『
大
正
』
三
九
・
六
一
二
ｂ
）

ま
ず
、
こ
の
文
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
大
日
経
宗
は
「
一
切
の
仏
教
を
統
ぶ
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
種
種
の
聖
言
に
於
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て
、
其
の
精
要
を
統
べ
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
し
て
、
大
日
経
宗
は
全
仏
教
を
横
断
的
に
統
一
し
て
い
る
こ
と
を
指
適
し
て

い
る
。
そ
し
て

�
「
唯
蘊
無
我
の
出
世
間
の
心
は
蘊
中
に
住
す
」

小
乘
の
三
蔵
。

�

「
蘊
の
阿
頼
耶
を
観
察
し
て
自
心
の
本
不
生
を
覚
る
」

八
識
三
無
性
の
義
。

�

「
極
無
自
性
心
、
十
縁
生
句
」

華
厳
・
般
若
と
の
種
種
の
不
思
議
の
境
界
。

�

「
実
の
如
く
自
心
を
知
る
を
一
切
種
智
と
名
づ
く
」

仏
性
一
乘
と
如
来
秘
蔵
と
は
、
皆
其
の
中
に
入
る
。

と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
四
つ
の
テ
ー
マ
は
、
「
大
日
経
」
巻
一
、
住
心
品
第
に
典
拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

次
の
よ
う
に
で
あ
る
。

ま
ず

�は
、
い
う
と
こ
ろ
の
三
劫
段
の
第
一
劫
の
声
聞
・
縁
覚
乘
に
あ
る
一
文
で
あ
る
。

世
間
の
三
妄
執
を
超
え
て
出
世
間
心
生
ず
。
謂
く
是
の
如
く
唯
蘊
無
我
を
解
し
、
根
と
境
界
と
に
淹
留
修
行
し
、
業

煩
悩
の
株

�と
、
無
明
種
子
の
十
二
因
縁
を
生
ず
る
を
抜
く
。
…
…
秘
密
主
、
彼
の
出
世
間
心
は
蘊
の
中
に
住
し
て
、

是
の
如
く
の
慧
随
っ
て
生
ず
こ
と
あ
り
。

（
『
大
正
』
一
八
・
三
ｂ
）

こ
の
文
か
ら
略
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
い
で

�は
、
い
う
と
こ
ろ
の
三
劫
段
の
第
二
劫
の
文
で
、
大
乘
行

『
秘
密
曼
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羅
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の
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（
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に
あ
た
る
。

秘
密
主
、
復
次
に
大
乘
の
行
あ
り
。
無
縁
乘
の
心
を
発
し
て
、
法
に
我
性
な
し
。
何
を
以
て
の
改
に
、
彼
、
往
昔
の

是
の
如
く
修
行
せ
し
者
の
如
く
、
蘊
の
阿
頼
耶
を
観
察
し
て
、
自
性
は
幻
と
陽
焔
と
影
と
響
と
旋
火
輪
と
乾
闥
婆
城

の
如
し
と
知
る
。

（
『
大
正
』
一
八
・
三
ｂ
）

文
中
の
「
自
性
は
幻
と
陽
焔
と
影
と
響
と
旋
火
輪
と
乾
闥
婆
城
の
如
し
と
知
る
」
を
、
自
心
の
本
不
生
を
覚
る
、
と
い

う
よ
う
に
ま
と
め
た
に
ち
が
い
な
い
。

次
の

�で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
う
と
こ
ろ
の
第
三
劫
に
相
当
す
る
。
即
ち
、

謂
ゆ
る
空
性
は
、
根
と
境
と
を
離
れ
、
無
相
・
無
境
界
に
し
て
諸
の
戯
論
を
超
え
た
り
。
等
虚
空
無
辺
の
一
切
の
仏

法
は
此
れ
に
よ
っ
て
相
続
し
て
生
ず
。
有
為
と
無
為
界
と
を
離
れ
、
諸
の
造
作
を
離
れ
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・

意
を
離
れ
て
極
無
自
性
心
生
ず
。

（
『
大
正
』
一
八
・
三
ｂ
）

さ
ら
に
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
十
縁
生
句
の
あ
り
か
は
、
住
心
品
の
構
成
に
随
っ
て
云
う
な
ら
ば
、
三
劫
段
が
終
り
、
十

地
・
六
無
畏
と
次
第
し
、
そ
の
後
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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秘
密
主
、
若
し
真
言
門
に
菩
薩
の
行
を
修
す
る
諸
の
菩
薩
は
、
深
く
修
し
て
十
縁
生
句
を
観
察
し
、
当
に
真
言
行
に

於
て
通
達
し
、
作
証
す
べ
し
。
云
何
人
が
十
と
な
す
。
謂
く
幻
と
陽
焔
と
夢
と
影
と
乾
闥
婆
城
と
響
と
水
月
と
浮
泡

と
虚
空
等
と
旋
火
輪
と
の
如
し
。
秘
密
主
、
彼
の
真
言
門
に
菩
薩
の
行
を
修
す
る
菩
薩
は
、
当
に
是
の
如
く
観
察
す

べ
し
。

（
『
大
正
』
一
八
・
三
ｃ
）

と
。
こ
の
引
用
し
た
二
つ
の
文
章
か
ら
極
無
自
性
心
と
十
縁
生
句
の
二
句
を
と
っ
て
、
そ
の
主
趣
を
華
厳
・
般
若
と
の
不

思
議
の
境
界
と
述
べ
て
い
る
が
、
十
住
心
体
系
の
第
九
極
無
自
性
心
を
華
厳
と
定
め
る
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

次
に

�で
あ
る
が
、
そ
れ
は
住
心
品
の
最
初
に
『
大
日
経
』
の
中
心
課
題
で
あ
る
三
句
の
発
問
が
あ
り
、
そ
れ
に
答
え

て
、
菩
提
心
を
因
と
な
し
、
悲
を
根
本
と
な
し
、
方
便
を
究
竟
と
な
す
、
と
し
、
次
の
文
が
あ
る
。

秘
密
主
、
云
何
が
菩
提
と
な
ら
ば
、
謂
く
実
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
。
…

爾
の
時
に
金
剛
手
、
復
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、
誰
か
一
切
智
を
尋
求
す
る
。
誰
か
菩
提
の
為
に
正
覚
を
成
ず
る
者
ぞ
。

誰
か
彼
の
一
切
智
智
を
発
起
す
る
と
。
佛
の
言
わ
く
、
秘
密
主
、
自
心
に
菩
提
と
及
び
一
切
智
智
と
を
尋
求
す
べ
し
。

何
を
以
て
の
故
に
、
本
性
清
浄
な
る
が
故
に
。

（
『
大
正
』
一
八
・
一
ｃ
）
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こ
れ
は
、
住
心
品
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
仏
性
一
乘
と
如
来
秘
蔵
と
が
入
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
経
宗
は
横
に
一
切
の
仏
教
を
統
ぶ
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
確
認
し
て
み

よ
う
。

�

小
乘
の
三
蔵

�

八
識
三
無
性
の
義

�

華
厳
・
般
若
と
の
種
々
の
不
思
議
の
境
界

�

仏
性
一
乘
と
如
来
秘
蔵

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
大
き
く
仏
教
の
展
開
史
を
鳥
瞰
す
る
仕
方
は
、
空
海
の
十
住
心
体
系
の
形
成
に
大
き

な
依
り
所
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
次
い
で

種
種
の
聖
言
に
於
て
、
其
の
精
要
を
統
べ
ざ
る
こ
と
な
し
。
若
し
能
く
是
の
心
印
を
持
っ
て
、
広
く
一
切
の
法
門
を

開
く
を
ば
、
是
れ
を
通
達
三
乘
と
名
づ
く
。

ま
た
次
に
真
言
門
に
三
密
の
印
に
乘
じ
て
、
仏
の
三
平
等
の
地
に
至
る
を
、
名
づ
け
て
通
達
三
乘
と
す
。
浅
深
の
重

数
は
、
前
に
説
く
が
如
し
。

こ
の
二
つ
の
文
は
、
共
に
通
達
三
乘
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
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①
心
印
を
持
っ
て
広
く
一
切
の
法
門
を
開
く

②
真
言
門
に
三
密
の
印
に
乘
じ
て
、
仏
の
三
平
等
の
地
に
至
る

と
あ
り
明
ら
か
に
、
初
の
通
達
三
乘
と
後
の
通
達
三
乘
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
相
違
し
て
い
る
。
②
の
通
達
三
乘
は
、

密
教
の
意
味
で
あ
る
。
①
の
通
達
三
乘
は
、
一
切
の
法
門
を
開
く
、
と
い
う
点
で
、
空
海
の
視
点
か
ら
は
顕
教
の
そ
れ
で

あ
ろ
う
。
即
ち
、
開
く
か
ら
至
る
、
と
い
う
点
で
密
教
の
本
質
を
示
唆
し
て
い
る
か
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
仮
名
乞
児
の
仏
教
観

ま
ず
、
『
三
教
指
帰
』
の
構
造
か
ら
十
住
心
体
系
の
第
一
か
ら
第
四
住
心
ま
で
の
具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
、

『
大
日
経
疏
』
巻
三
か
ら
の
、
「
こ
の
経
宗
は
、
横
に
一
切
の
仏
教
を
統
ぶ
」
の
文
か
ら
大
乘
よ
り
密
教
の
様
相
が
明
か
さ

れ
た
。
こ
の
見
解
は
、
『
大
日
経
』
を
翻
訳
し
、
『
大
日
経
疏
』
に
よ
っ
て
解
説
し
た
善
無
畏
（
六
三
七
～
七
三
五
）
と
、

一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
の
中
国
仏
教
よ
り
イ
ン
ド
の
仏
教
世
界
を
見
は
る
か
す
視
座
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
日

本
仏
教
の
土
壌
に
生
き
な
が
ら
、
中
国
仏
教
、
そ
し
て
イ
ン
ド
仏
教
を
視
野
に
お
さ
め
た
空
海
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
頷

く
こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

空
海
に
お
い
て
は
、
す
で
に
十
住
心
体
系
構
想
は
、
発
芽
し
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
空
海
の
仏
教
参
入
の
事
情
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
厳
し
い
修
行
が

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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入
口
で
あ
っ
た
。

爰
に
一
の
沙
門
有
り
て
、
余
に
虚
空
蔵
の
聞
持
の
法
を
呈
す
。
其
の
経
に
説
か
く
、
「
若
し
人
、
法
に
依
て
此
の
真

言
一
百
万
遍
を
誦
す
れ
ば
、
即
ち
一
切
の
教
法
の
文
義
暗
記
す
る
こ
と
を
得
と
い
え
り
」
。
こ
こ
に
大
聖
の
誠
言
を

信
じ
て
飛
焔
を
鑚
燧
に
望
む
。
阿
國
の
大
瀧
の
嶽
に
躋
り
攀
ち
、
土
州
の
室
戸
の
崎
に
勤
念
す
、
谷
響
を
惜
ま
ず
、

明
星
來
影
す
。
遂
に
乃
ち
朝
市
の
榮
華
を
ば
念
々
に
之
を
厭
い
、
巖
藪
の
煙
霞
を
ば
日
夕
に
之
を
飢
る
。

（『
定
弘
大
全
』
七
・
四
一
）

こ
こ
に
は
、
仏
教
と
の
出
合
い
と
、
山
野
に
修
行
の
場
を
求
め
、
や
が
て
「
谷
響
を
惜
ま
ず
、
明
星
來
影
す
」
と
い
う

体
験
を
得
て
世
間
心
を
こ
え
て
い
っ
た
空
海
の
回
心
の
様
子
が
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
空
海
自
身
を
投
影
し
た
と
思
は

れ
る
仮
名
乞
児
に
ど
の
よ
う
な
仏
教
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
十
住
心
に
お
け
る
第
四
住
心
か

ら
の
仏
教
探
究
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
仮
名
乞
児
と
い
う
修
行
者
の
外
見
、
風
采
が
描
写
さ
れ
、
修
行
地
と
仲
間
達
、
そ
し
て
修
行
生
活
の
あ
り
さ
ま

が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
る
人
の
言
葉
に

我
れ
師
に
聞
く
、
天
地
の
尤 ゆ
う

霊 れ
い

、
寔
に
人
其
れ
首
た
り
。
惟
れ
人
の
勝
た
る
行
は
、
惟
れ
孝
な
り
、
惟
れ
忠
な
り
。
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餘
の
行
萬
差
な
れ
ど
も
、
此
の
二
は
其
れ
要
な
り

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
六
五
）

と
述
べ
、
そ
の
実
際
を
具
体
的
に
述
べ
、
假
名
乞
児
は
、
「
何
を
か
忠
孝
と
謂
う
」
と
問
い
、
忠
孝
と
い
う
こ
と
の
内
容

を
問
う
こ
と
に
な
る
。

親
を
安
ん
じ
主
を
匡

た
だ
し
うす
る
。
是
の
如
く
の
類
を
忠
と
し
、
孝
と
す
。
伏
し
て
命
の
旨
を
承
ま
わ
ぬ
、
寔
実
に
余
わ

れ

不
肖
な
り
と
雖
も
、
然
も
猶
頗
る
禽
獣
に
異
な
り

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
六
六
）

と
忠
孝
の
道
理
は
充
分
に
わ
き
ま
え
て
い
る
が
、

居 ひ

諸 つ
き矢
の
如
し
、
彼
の
短
き
壽
を
迫
む
。
家 な
り

産 は
い澆 あ
わ

て

�

も
ちい
て
墻 か
き

屋 や
か
す

傾
く
つ
が
え
りな
む
と
す
。
二
の
兄
重 し
き
りに
逝
い
て
数
行

�

か
ん

瀾 ら
ん

つ
ら
な
り
。
九
族
倶
に
匱

と
も
し
くな
り
て
一
心
潺 せ
ん

湲 え
ん

こ
こ
ろ
ほ
そ
し
。
慷 か
う

慨 が
い

之
思
を
起
し
曰
を
以
て
月
に
継
き
、
悽 せ
い

愴 そ
う

之
痛
を
興
し
旦 あ
し
たよ
り
夕
に
達 い
た

る
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
六
七
）

と
反
省
し
、
私
に
は
孝
と
い
い
、
忠
と
い
い
、
そ
の
行
為
を
す
る
の
に
は
ま
っ
た
く
力
が
な
く
、
た
だ
、

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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進
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
才
無
し

退
ぞ
か
ん
と
す
る
に
逼 せ
め有
り

進
退
の
両 ふ
た
つの
間
に

な
ん
ぞ
歎
息
夥 お
ほ

き
。

（『
定
弘
大
全
』
七
・
六
七
）

と
歎
い
て
、
「
小
孝
は
力
を
用
い
る
、
大
孝
は
匱 と
ぼ
しか
ら
ず
」
と
し
、
小
孝
は
筋
力
の
範
囲
で
は
な
い
の
か
と
批
判
し
、

余
、
愚
ぐ

陋 ろ
う

な
り
と
雖
も
、
雅
が

訓 く
ん

を
斟 し
む

酌 し
や
くし
、
遺
風
を
鑚
仰
す
。
毎 つ
ね

に
國
家
の
為
に
先
づ
冥
福
を
廻
ら
す
。
二
親
一

切
に
は
悉
く
に

�功
を
譲
る
。
此
の
慧
福
を

�

す

べ
忠
と
し
、
孝
と
す
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
六
八
）

と
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
亀
毛
先
生
と
虚
亡
隠
士
に
む
か
っ
て
、

汝
等
、
未
だ
覚
王
之
教
、
法
帝
の
道
を
聞
か
す
。
吾
、
当
に
汝
等
が
た
め
に
略 ほ
ぼ網
目
を
述
ふ
。

（『
定
弘
大
全
』
七
・
七
一
）

と
、
い
よ

�

仮
名
乞
児
の
仏
教
が
述
べ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、「
無
常
の
賦
」
と
、
「
受
報
の
詞
」
が
説
か
れ
る
。
無
常
の
有
様
を
、
須
弥
山
も
大
海
も
劫
火
に
よ
っ
て
灰
滅
し

消
え
尽
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
広
大
な
る
土
地
も
摧
け
裂
け
て
天
空
も
焼
け
砕
け
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
よ
つ
て
深
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い
禅
定
に
入
っ
て
長
寿
を
得
る
修
行
者
も
、
心
の
広
い
長
命
な
る
仙
人
も
、
雹
の
撃
つ
ほ
ど
の
短
い
生
命
も
は
か
な
い
存

在
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

況
ん
や
吾
等
體
を
稟

う
け
た
るこ
と
金
剛
に
非
ず
。
形
を
招 ま
ね
ける
こ
と
瓦
礫
に
等
し
、
五
蘊
の
虚
妄
な
る
こ
と
水 つ
き

の
菟 か
げ

の
偽
り

借 か
れ

る
に
均
し
。
四
大
の
逗 と
どま
り
難
き
こ
と
野 は
ら

の
馬 か
け

る

�

と
も迹 あ
とに
過
ぎ
た
り
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
七
四
）

と
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
て
、
心
が
乱
れ
、
四
苦
・
八
苦
が
常
に
心
源
を
悩
ま
し
、
三
毒
が
恒
に
燃
え
さ
か
り
、
百
八

の
煩
悩
は
た
え
ず
お
こ
っ
て
く
る
。
特
に
心
を
悩
ま
す
女
性
の
姿
態
の
数
々
を
あ
げ
る
。
脆 も
ろき
体
・
假
の
命
・
千
金
の
瑤 た
ま・

万
葉
の
宝
姿
・

�娟
た
る
蛾
眉
・
的

�た
る
貝
歯
・
傾
城
の
華
の
眼
・
珠
を
垂
れ
た
る
麗
耳
・
朱
を
施
せ
る
紅
の
瞼
・
丹

に
染
め
た
る
赤
き
唇
・
百
の
媚
つ
巧
た
る
笑
・
千
の
嬌
の
妙
な
る
態
・
峨
峨
た
る
漆
き
髪
・
繊
繊
た
る
素
き
手
・
馥
馥
た

る
蘭
気
・
涓
涓
た
る
臭
液
等
と
女
性
観
察
に
祥
細
を
極
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
空
海
の
実
際
の
女
性
観
察
と
い
う
よ
り
中

国
文
学
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
女
性
抽
写
の
う
つ
し
で
も
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
女
性
も
宝
蔵
も
夢
の
中
で
遇
っ
た

り
、
そ
し
て
空
し
く
な
っ
て
し
ま
う
現
実
を
、

�

し
う

	

り
ゆ
うた
る
松
風
の




せ
つ

�

し
つ

と
か
す
か
に
し
て
襟

こ
ろ
も
の
く
びを
吹
く
と
も
、
聆
き

き
忻 よ
ろ
こ
ふの
耳
、
更
に
何
れ
の
所
に
か
在
る
。
玲 れ
い

瓏 ろ
う

と
さ
や
か
な
る
桂
月
の
憐
れ
む
べ
く
し
て
面
を
暎
す
と
き
に
視
し
娯 ひ
つ
しむ
の
心
、
亦
た
何
れ
の
處
に
か
之 い
れ

し
。

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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（『
定
弘
大
全
』
七
・
七
六
）

や
が
て
訪
れ
る
死
を
ど
う
し
て
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
詠
嘆
し
、
地
獄
の
苦
の
あ
り
さ
ま
が
活
写
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

一
は
則
ち
懼 お
そ
れを
懐 い
だ

い
て
魂
を
失
ひ
、
一
は
則
ち
哀
を
含
ん
で
悶
絶
し
ぬ
。
假
名
則
ち
瓶 つ
る
べを
採
っ
て
、
水
を
呪
し
普
く

面
の
上
に
灑
く
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
七
八
）

假
名
乞
児
の
こ
の
行
為
を
も
っ
て
こ
と
さ
ら
に
密
教
と
の
か
か
わ
り
を
指
適
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
修
行
者
空

海
が
行
者
と
し
て
自
然
に
行
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
し
て
蘇
生
し
た
亀
毛
等
は
、
重
ね
て

の
説
法
を
懇
請
す
る
。

そ
し
て
説
か
れ
た
の
が
「
生
死
海
の
賦
」
で
あ
る
。
生
死
海
と
は
人
び
と
が
生
き
る
俗
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に

生
き
る
人
び
と
の
心
に
跋
扈
す
る
煩
悩
を
鱗
類
・
羽
族
・
雑
類
（
禽
獣
類
）
に
分
け
、
各
々
を
あ
げ
る
。

鱗
類
と
は
、
慳
貪
・
瞋
恚
・
極
癡
・
大
欲
。

羽
族
と
は
、
諂
誑
（
へ
つ
ら
い
）
・
讒 ざ
ん

諛 ゆ

（
そ
し
る
）
・
誹 ひ

謗 ぼ
う・
麁
悪
（
あ
ら
い
言
葉
）
・
噂 た
ん

沓 と
う（
う
わ
さ
）
・

�

か
ん奴
ど

（
や

か
ま
し
い
）
・
遽 き
よ

除 じ
よ（
へ
つ
ら
い
）
・
悪
お

作 さ

（
あ
く
じ
）
。
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雑
類
と
は
、

�

き
よ
う

慢 ま
ん

（
あ
な
ど
り
）
・
忿
怒
（
い
か
り
）
・
罵 め

詈 り

（
の
の
し
り
）
・
嫉
妬
・
自
讃
・
毀
他
・
遊
蕩
・
無
慚
・

無
愧
・
不
信
・
不
恤 い
ら
ん（
つ
め
た
い
）
・
邪
淫
・
邪
見
・
憎
愛
・
寵 ち
よ
う

辱 じ
く

（
は
ず
か
し
め
）
・
殺
害
の
党
・
闘

�の
族

を
あ
げ
て
い
る
。
鱗
類
の
そ
れ
は
、
自
心
に
巣
く
う
根
本
的
な
煩
悩
で
あ
る
。
羽
族
の
そ
れ
は
、
他
者
に
対
し
て
の
迷
惑

行
為
で
あ
る
。
雑
類
の
そ
れ
は
、
対
社
会
的
な
悪
行
為
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
脅
か
し
に
よ
っ
て

茲
に
因
っ
て
五
戒
之
小
舟
、
猛
き
浪
に

�

た
だ

よ
わ
さ
れ
て
以
て
羅
刹
の
津
に
曳
々
掣
々
た
り
。
十
善
之
椎
輪
、
強
き

邪 あ
し
も
のに
引
か
れ
て
魔
鬼
の
隣
に
隠
々
軫
々
な
り
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
八
二
）

と
。
よ
っ
て
、
こ
の
状
況
か
ら
の
脱
出
は
、

�発
菩
提
心
に
よ
っ
て
、
最
勝
の
果
報
を
仰
ぎ
み
る

�と
い
う
よ
り
な
い
。

即
ち
、
六
度
の
筏
（
六
波
羅
密
）・
八
正
之
航
（
八
正
道
）・
七
覚
の
馬
（
七
覚
支
）・
四
念
の
輪
（
四
念
処
観
）
等
を
も
っ

て
速
か
に
生
死
の
迷
い
を
と
り
さ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
可
能
な
こ
と
は
、
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
喩
の
ご
と
く
で
あ

り
と
し
、

則
ち
頂
の
珠
を
許 ゆ
る

し
て
以
て

�

く
に

に
封 ほ
う

せ
ら
し
む
こ
と
。
彼
の

	
し
ゆ
う

子 し

が
授 じ
ゆ

記 き

之
春
に
同
じ
く
。
頸 く
び

の
嚶 お
も
のを
奉
げ
て
以

て
境 さ
か
いを
盡 か
か
むこ
と
、
此
の
龍
女
か
得
果
之
秋
に
比 な
らは
む
。

（『
定
弘
大
全
』
七
・
八
二
）

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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こ
れ
ら
は
、

�子
が
授
記
之
春
と
は
、
『
法
華
経
』
巻
二
、
譬
喩
品
（
『
大
正
』
九
・
一
一
七
）
。
龍
女
が
得
果
之
秋
と

は
、『
法
華
経
』
巻
四
、
提
婆
達
多
品
（『
大
正
』
九
・
三
五
七
）
に
あ
る
喩
で
、
共
に
成
仏
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

十
地
の
長
い
路
を
、
三

�の
遥
か
な
劫
を
こ
え
て
さ
と
り
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
云
う
。
そ
れ
を
、

生
滅
を
超
え
て
改
め
ず
、
増
減
を
越
え
て
衰
え
ず
。
萬
劫
を
踰
え
て
圓
寂
な
り
。
三
際
を
亘 わ
た
つて
無
為
な
ら
ん
。

（『
定
弘
大
全
』
七
・
八
三
）

と
。
し
か
し
、
四
弘
誓
願
の
完
成
を
み
る
以
前
に
人
び
と
が
地
獄
に
沈
ん
で
い
る
現
状
を
鑑
み
て
、

爰
に
更
に
百
億
の
応
化
を
百
億
の
城 み
や
こに
班 あ
か

ち
、
非
相
に
假 か
り託
つ

け
て
非
形
を
示
現
す
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
八
三
）

と
。こ
れ
ま
で
の
考
察
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
仏
教
が
説
か
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
当

然
の
こ
と
、
修
行
を
い
う
も
の
を
先
行
さ
せ
な
が
ら
仏
教
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
空
海
の
独
自
な
視
点
が
見

て
と
れ
よ
う
。
即
ち
南
都
六
宗
の
教
学
研
究
の
成
果
で
な
く
、
強
い
無
常
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
仏
教
の
基
本
的
な
実
践
原

理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
六
波
羅
蜜
・
八
正
道
・
七
覚
支
・
四
念
処
観
等
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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さ
ら
に
四
弘
誓
願
が
完
成
を
み
る
前
に
、
人
び
と
が
地
獄
に
沈
ん
で
い
く
現
状
か
ら
応
化
仏
の
誓
願
を
仰
ぎ
み
る
の
で
あ

る
。こ
こ
に
、
声
聞
・
縁
覚
、
そ
し
て
菩
薩
の
登
場
を
求
め
、
大
乘
の
代
表
た
る
『
法
華
経
』
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ

と
は
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

假
名
乞
児
論
の
構
造
は
、
『
十
住
心
論
』
第
一
異
生
羝
羊
心
に
ま
っ
た
く
重
な
る
。
異
生
羝
羊
心
と
は
、
空
海
に
お
い

て
は
假
名
乞
児
論
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
に
考
え
ら
れ
る
。

四
、
蛭
牙
公
子
と
異
生
羝
羊
心

『
三
教
指
帰
』
の
序
文
に
登
場
す
る

�一
ひ
と
りの
表
甥

�の
あ
り
さ
ま
は
、

復
に
一
の
表
甥
有
り
。
性
則
ち

�

こ
ん

�

れ
い

に
し
て
、
鷹
犬
酒
色
晝
夜
に
楽 た
の
し
みと
し
、
博
戯
遊
侠
を
以
て
常
の
事
と
す
。
其

の
習
性
を
顧 か
え
りみ
る
に
陶
染
の
致
す
所
な
り
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
四
二
）

さ
ら
に
本
文
の
亀
毛
先
生
論
に
お
い
て
は
、

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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兎
角
公
之
外

は
は
か
た
の

甥 お
い

に
蛭
牙
公
子
と
い
う
も
の
有
り
。
其
の
人
と
な
り
、
狼
の
心

�

こ
ん

�

れ
い

に
し
て
教
誘
に
纏 ま
つ
はれ
ず
、
虎 こ

の
性 こ
こ
ろさ
ま
暴
悪
に
し
て
礼
義
に
覊 つ
な
がれ
ず
、
博 は
つ

戯 き

を
業
と
し
、
鷹
犬
を
事 わ
ざ

と
す
。
遊
侠
に
頼

た
の
も
しげ
無
く
、
奢 し
や

慢 ま
ん

の
お
こ

り
は
餘 あ
ま
さ

有
り
。
因
果
を
も
信
ぜ
す
。
罪
福
を
も
諾 う
べ
なは
ず
。
酔
う
ま
で
に
飲
み
、
飽 あ
く

ま
で
喰
う
て
、
色
に
嗜 た
し

な
み
寝

に
沈
め
り
。
親

し
た
し
き

戚 ひ
と

病
有
れ
ど
も
曾
て
愁 う
れ
うる
心
無
し
、
疎 う
と
き

人 ひ
と

相
對 む
か

へ
ど
も
敬 つ
つ
しん
で
接 ま
じ
わる
志
し
莫 な

し
。
父 ち
ち

兄 こ
の
か
みを
狎
れ

侮 あ
な

つ
り
、
耆
宿
を
侈 お
こ

り
凌 し
のぐ
。

（
『
定
弘
大
全
』
七
・
四
三
）

と
あ
る
。
序
文
の

�

一
の
表
甥

�と
は
、
ま
さ
し
く
兎
角
公
の
外
甥
で
あ
る
蛭
牙
公
子
に
重
な
り
。
同
一
人
物
の
描
写
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、『
十
住
心
論
』
巻
一
を
異
生
羝
羊
心
と
し
た
の
は
、

浄
心
最
初
の
生
起
の
由
を
明
さ
ん
と
欲
う
が
故
に
、
先
づ
愚
童
凡
夫
の
違
理
之
心
を
説
き
た
ま
へ
り
。

（『
定
弘
大
全
』
二
・
一
〇
）

と
云
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
三
教
指
帰
』
の
序
文
の

�

一
の
表
甥

�の
存
在
と
呼
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
異
生
羝
羊
心

の
実
際
に
つ
い
て
、
『
十
住
心
論
』
巻
一
の
異
生
羝
羊
心
の
説
明
を
お
っ
て
み
よ
う
。
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異
生
羝
羊
心
と
は
、
此
れ
則
ち
凡
夫
の
善
悪
を
知
ら
ざ
る
の
迷
心
、
愚
者
の
因
果
を
信
ぜ
ざ
る
之
妄
執
な
り
。
…
…

火
宅
の
八
苦
を
覚
ら
ず
、
寧
ろ
罪
報
の
三
途
を
信
ぜ
ん
や
。
遂
に
乃
ち
滋
味
を
水
陸
に
嗜 た
し
なみ
、
華
色
を
乾 け
ん坤 こ
んに
耽 ふ
ける
。

鷹
を
放
ち
犬
を
催 も
よ

し
て
、
填
腹
之
禽
命
を
断
ち
、
馬
を
走
ら
せ
弓
を
彎
ひ

き
て
、
快
舌
之
獣
身
を
殺
す
。
澤
を
涸
ら
し

て
鱗
族
を
竭
し
、
薮
を
傾
け
て
羽
毛
を
斃 こ
ろ

す
。
合
圍
を
以
て
樂
と
し
、
多
獲
を
以
て
功
と
し
、
解 か
い

網 ぼ
う

之
仁

い
つ
く
し
みを
顧 か
え
り

み
ず
、
豈
に
泣 き
つ辜
こ

之
悲
を
行
ぜ
ん
や
。
荒
婬
度
る
こ
と
無
く
し
て
、
晝
夜
に
樂
む
こ
と
只 は
な

は
だ
し
。
或
は
他
の
財
物

を
抄
掠
し
、
人
の
妻
妾
を

�犯
す
。
四
種
の
口
過
と
三
種
の
心
非
は
、
人
法
を
誹
謗
し
、
闡
提
を
播
植
す
。
時
と
し

て
作
さ
ざ
る
こ
と
無
く
、
日
と
し
て
行
せ
ざ
る
こ
と
無
し
、
忠
な
ら
ず
、
孝
な
ら
ず
、
義
も
無
く
、
慈
も
無
し
。

（『
定
弘
大
全
』
二
・
九
）

こ
こ
で
は
、
異
生
羝
羊
心
な
る
心
の
持
主
の
分
析
を
通
し
て
、
多
く
蛭
牙
公
子
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
れ
ば
よ
い
。

さ
ら
に
加
え
て
、

五
常
も
羅
網
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
三
乘
も
牢
龍
す
る
こ
と
を
得
ず
、
邪
師
に
祖
と
し
て
習
い
、
邪
教
に
依
り
憑
よ

る
。

曾
つ
て
出
要
を
求
め
ず
、
一
向
に
眼
前
を
營
む
。
是
の
如
く
の
象
生
を
名
づ
け
て
愚
童
羝
羊
と
曰
う
な
り
。

（『
定
弘
大
全
』
二
・
九
）

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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と
。
愚
童
羝
羊
の
如
き
心
の
持
主
を
定
義
し
て
い
る
。
次
い
で
、
『
大
日
経
』
か
ら
の
愚
童
凡
夫
の
典
拠
を
、
そ
の
本
文

を
含
め
て
『
大
日
経
疏
』
巻
一
、
住
心
品
第
一
の
、
凡
夫
の
我
執
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
十
住
心
論
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
少
し
づ
つ
相
違
し
て
い
る
の
で
、
念
の
た
め
上
・
下
に
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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『
大
日
経
疏
』

『
十
住
心
論
』
に
引
用
文

『
経
』
に

故
に
大
日
世
尊
、
秘
密
主
に
告
げ
て
曰
く

秘
密
主
、
無
始
生
死
の
愚
童
凡
夫
は
、
我
名
と
我
有
と
に

執
著
し
て
、
無
量
の
我
分
を
分
別
す
、
秘
密
主
、
若
し
彼

れ
我
の
自
性
を
観
ぜ
ざ
れ
は
、
則
ち
我
と
我
所
と
を
生
す
。

と
云
う
は
、

秘
密
主
、
無
始
生
死
の
愚
童
凡
夫
は
、
我
名
と
我
有
と
に

執
著
し
て
、
無
量
の
我
分
を
分
別
す
。
若
し
彼
れ
我
の
自

性
を
観
ぜ
ざ
れ
は
、
我
と
我
所
と
を
生
ず
。

又
云
く
、
秘
密
主
、
愚
童
凡
夫
の
類
は
猶
し
羝
羊
の
如
し
。

以
下
は
心
相
續
の
義
を
答
う
。
浄
心
の
最

初
の
生
起
の
由
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
が
故
に
、
先
づ
愚
童

凡
夫
の
違
理
の
心
を
説
き
た
ま
へ
り
。

注
す
ら
く
、
善
無
畏
三
蔵
釈
し
て
云
く
。
此
れ
從
り
己
下

の
十
種
の
住
心
は
、
佛
、
心
相
續
之
義
を
答
う
。
浄
心
最

初
の
生
起
之
由
を
明
か
さ
ん
と
欲
う
が
故
に
、
先
づ
愚
童

凡
夫
の
違
理
之
心
を
説
き
た
ま
へ
り
。

無
始
生
死
と
は
、
『
智
度
』
に
云
く
、
世
間
の
若
し
は
衆

無
始
生
死
と
は
、
『
智
度
論
』
に
云
く
、
世
間
の
若
し
は



『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の
研
究
（
１
）
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生
、
若
し
は
法
、
皆
始
あ
る
こ
と
な
し
。
『
経
』
の
中
に
、

佛
の
言
く
、
無
明
に
覆
わ
れ
、
愛
に
繋
が
れ
て
、
生
死
に

往
來
す
る
こ
と
始
め
不
可
得
な
り
。
乃
至
、
菩
薩
は
無
始

も
亦
た
空
な
り
と
観
じ
て
、
有
始
見
の
中
に
堕
せ
ず
。

衆
生
、
若
し
は
法
、
皆
始
あ
る
こ
と
な
し
。
『
経
』
の
中

に
、
佛
の
言
く
、
無
明
に
覆
わ
れ
、
愛
に
繋
が
れ
て
生
死

に
往
來
す
る
こ
と
始
め
不
可
得
な
り
。
乃
至
、
菩
薩
は
無

始
も
空
な
り
と
観
じ
て
、
而
も
有
始
見
の
中
に
堕
せ
ず
と

い
へ
り
。

愚
童
の
義
は
前
に
説
く
が
如
し

愚
童
と
は
、
具
に
は
愚
童
薩

�と
云
う
、
謂
く
六
道
の
凡

夫
は
実
諦
の
因
果
を
知
ら
ず
し
て
心
に
邪
通
を
行
し
、
苦

因
を
修
習
し
、
三
界
に
戀
著
す
。
堅
執
し
て
捨
て
ず
、
故

に
以
て
名
と
す
。

凡
夫
と
は
、
正
譯
に
は
異
生
と
云
う
べ
し
。
謂
く
無
明
に

由
る
が
故
に
、
業
に
随
う
て
報
を
受
け
て
自
在
を
得
ず
。

種
種
の
趣
の
中
に
堕
し
て
、
色
心
像
類
各
各
差
別
な
り
。

故
に
異
生
と
曰
う
。
其
の
所
計
の
我
は
、
但
し
語
言
の
み

有
っ
て
而
も
実
事
な
し
、
故
に
執
著
我
名
と
云
う
。

凡
夫
と
は
、
正
譯
に
は
異
生
と
云
う
べ
し
。
謂
く
無
明
に

由
る
が
故
に
、
業
に
随
う
て
報
を
受
け
て
自
在
を
得
ず
。

種
種
の
趣
の
中
に
堕
し
て
、
色
心
像
類
各
各
差
別
な
り
。

故
に
異
生
と
曰
う
。
其
の
所
計
の
我
は
、
但
し
語
言
の
み

有
っ
て
而
も
実
事
無
し
、
故
に
執
著
我
名
と
云
う
。

我
有
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
我
所
な
り
。
是
の
如
く
の
我

我
所
執
の
十
六
知
見
等
の
如
し
。
事
に
随
っ
て
差
別
無
量

に
し
て
、
不
同
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
分
と
す
。

（
『
大
正
』
三
九
・
五
九
二
ｃ
）

我
有
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
我
所
な
り
。
是
の
如
く
の
我

我
所
執
の
十
六
知
見
等
の
如
し
。
事
の
差
別
に
随
っ
て
無

量
に
不
同
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
分
と
す
。

（『
定
弘
大
全
』
二
・
一
〇
）



以
上
、『
大
日
経
』
に
い
う
、
愚
童
・
凡
夫
観
を
自
己
の
そ
れ
に
同
化
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

五
、
ま
と
め

空
海
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
三
教
指
帰
』
は
、
後
に
十
住
心
体
系
の
第
一
住
心
と
、
そ
の
後
の
住
心
の
展
開
に
基
礎

を
提
供
し
て
い
る
。
特
に

�

一
の
表
甥

�と
し
て
紹
介
さ
れ
た
存
在
は
、
第
一
愚
童
羝
羊
心
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る
。

さ
ら
に
引
用
し
た
『
大
日
経
疏
』
の
一
文
は
、
仏
教
全
体
を
鳥
瞰
し
た
も
の
で
あ
り
も
う
一
つ
の
通
達
三
乘
、
即
ち
真
言

門
に
三
密
の
印
に
乘
じ
て
、
仏
の
三
平
等
の
地
に
至
る
と
い
う
密
教
の
見
解
を
手
入
し
、
『
三
教
指
帰
』
の
全
体
と
、
そ

し
て
假
名
乞
児
論
を
も
っ
て
、
十
住
心
体
系
の
素
地
を
す
で
に
入
唐
の
頃
に
は
思
考
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
十
住
心
、
假
名
乞
児
、
愚
童
凡
夫
、
三
教
指
帰
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